
 

 

 
 

 

2008 年 3 月 26 日 

シンバイオ製薬株式会社 

代表取締役社長 吉田 文紀 

 

 

 

シンバイオ製薬株式会社が韓国製薬企業ユハンヤンへン社、 
及び台湾バイオベンチャー企業イノファーマックス社とライセンス契約締結 

 

 

 

シンバイオ製薬（本社：東京都港区新橋）は日本を中心としてアジア・パシフィック地域

事業展開を進めているが、開発基盤構築の一環として、同社が現在国内開発中の新薬２剤に

ついて韓国企業・ユハンヤンヘン社及び、台湾バイオベンチャー企業であるイノファーマッ

クス社との間でライセンス契約が成立した。 
 
同社が米国アベイレ・ファーマシューティカル社より導入し国内開発中の制吐剤パッチ

SyB D-0701(グラニセトロン経皮吸収型製剤パッチ)についてユハンヤンヘン社（本社：韓国
ソウル市特別市銅雀区大方洞 49-６）とライセンス契約を２００８年３月２４日付けで締結し
ました。これによりユハンヤンヘン社は、今後、韓国における開発を進め２０１０年の上市

を目指します。また、シンバイオ製薬は同社がドイツのアステラス ファーマ GmbHより導
入し、低悪性度非ホジキンリンパ腫の患者さんを対象として国内開発中の SyB L-0501（塩酸
ベンダムスチン）及び SyB D-0701の両薬剤について台湾のバイオベンチャー企業イノファ
ーマックス社（InnoPharmax）（本社：台湾台北市瑞光路 188巷 52号）とライセンス契約を
２００８年３月２３日付で締結いたしました。これによりイノファーマックス社は、両薬剤

について今後開発を進め、台湾における上市を目指します。 
 
これによりシンバイオ製薬は両国における業務提携を通じて開発基盤の構築を図り、また、

契約金及びロイヤルティー支払いを受けることになる 
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［会社概要］ 

シンバイオ製薬株式会社 

シンバイオ製薬株式会社は、前アムジェン社本社副社長でアムジェン株式会社を創業した前社長

の吉田文紀が2005年3月に設立した医薬品企業です。 

経営理念は「共創・共生」（共に創り、共に生きる）で表され、患者さんを中心として医師、科

学者、行政、資本提供者を「共創・共生」の経営理念で結び、満たされない医療ニーズに応えて

ゆくことにより、社会的責任及び経営責任を果たすことを事業目的としております。 

 

【本件問合先】 

シンバイオ製薬株式会社 

開発担当取締役 兼 常務執行役員 尾川 修  

Tel: +081(0)3 5472 1127 

e-mail: ホームページ「お問い合せ」サイトより送信をお願いいたします。 

URL: http://www.symbiosis.co.jp  


